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次世代につなぐ先進技術
阪神高速道路株式会社

技術部長　伊藤　学氏

社
会
的
影
響
を
最
小
化
し
老
朽
化
対
策
実
施

阪 神 高 速 道 路
開通周年記念企画

（２）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　１０月３１日　（木曜日） 第２部

　阪神高速道路会社は建設・保全事業を高品質かつ
効率的に進めるため、都市高速という制約条件が多
い中で果敢に挑戦してきた。伊藤学技術部長に安全
で快適な阪神高速を支える先進技術や今後の展望を
聞いた。現在進行中の高速道路リニューアルプロジ
ェクトやミッシングリンクの解消を目指す新たなネ
ットワーク整備の現状も紹介する。

Renewal Project

松原線喜連瓜破付近の橋梁架け替え工事で９月に
最後の桁架設（中央）が完了

大規模更新事業で高耐久の床版へ取り換え

INTERVIEW

都
市
高
速
な
ら
で
は
の
難
題
へ
果
敢
に
挑
戦

環境変化に柔軟な対応を

　


高
速
道
路
の
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・
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持
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理
な
ど
技
術
面
で
も
先
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的
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役
割
を
担

て
こ
ら
れ
ま
し
た


　
﹁

年
を
振
り
返
る
と
先
人
た

ち
が
都
市
高
速
な
ら
で
は
の
難
題

に
果
敢
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立
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向
か
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数
々
の

技
術
を
生
み
出
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が
ら
ネ

ト
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築
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ま
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挑

戦
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一
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え
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が
大
阪
都

市
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の
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縫
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よ
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に
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走
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中
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﹂
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４
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大
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大
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め
ま

し
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全
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０
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０
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７
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ス
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国
連
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高
速
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ま
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東
神
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天
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﹂
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﹁

年
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兵
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地

震
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中
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落
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甚
大
な
被
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が
発

生
し
ま
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事
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０
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０
０
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損
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落
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﹃
損
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﹄
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損
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他
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す
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﹃
損
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﹄
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損
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Ｃ
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岸
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︵
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︶
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岸
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伸
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﹁
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Ｈ
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Ｔ
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﹄
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検
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れ
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ド
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ネ
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け
て
い
き
ま
す
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新井偉史氏㊧と森謙吾氏

松原線喜連瓜破付近で橋梁架け替え

補修の合理化へパッケージ化

　阪神高速道路は営業を開始した年から年以上が
経過し、年度末時点で総延長約㎞の約５割が開
通から年以上を経過している。１日の交通量は約万
台以上、大型車の利用は一般道路に比べ約６倍という
データもあり、構造物が受ける負荷は大きく、過酷な使
用環境にある。このため「年先も安心して利用でき
る高速道路を」をキャッチフレーズに、年からリニュー
アルプロジェクト（大規模更新・大規模修繕事業）に着
手した。年度末に事業化された区間は．㎞で事業費
は約億円。橋梁の架け替えなど大規模更新が神戸線
（京橋付近、湊川付近）、松原線（喜連瓜破付近）、堺
線（湊町付近）、池田線（大豊橋付近）、東大阪線（法
円坂付近）など計約５㎞、大規模修繕は湾岸線や池田線
など計約㎞で事業を進めている。年度末に新神戸ト
ンネルのＰＣ舗装を高強度・高耐久のコンクリート系舗
装に取り換える大規模修繕など計．㎞が新規事業化
（事業費約億円）され、既存実施区間と合わせ約
㎞が更新事業の対象となった。

　現在実施中の大規模更新事業のうち、同社にとって挑
戦とも言えるべき事業が松原線喜連瓜破付近の橋梁架け
替えだ。交通量の多い交差点上をまたぐ供用から約年
経過したコンクリート橋で、橋桁中央に設けられたヒン
ジ部が経年とともに垂れ下がりが進行。ケーブル補強を
行うも抜本的な対策が必要だった。検討を重ねた結果、
松原線喜連瓜破～三宅ＪＣＴ間約．㎞を約３年間にわ
たり終日通行止めとし、延長ｍ区間を鋼製連続桁に
架け替える方針を決定。年６月から通行止めによる架
け替え工事をスタートした。
　交通渋滞など社会的影響をいかに最小限に抑えるか
－。最初の難関は既設橋桁の撤去だった。その打開策と
して高速道路上に仮設桁を敷設し、移動作業車を用いて
既設橋桁を撤去する世界初の工法を採用。一般道路の交
通渋滞など社会的影響を抑えながら今年２月に既設橋桁
と橋脚頭部の撤去を終えた。新たに架設する橋梁は高速
本線上や工事ヤードで事前に組み立て、４月に橋脚梁部
を２基同時にクレーン架設、６月に南側と北側の橋桁を
送出し設備と多軸台車を使ってそれぞれ架設した。９月

には中央の橋桁を多軸台車で運搬した後、つり上げ設備
を用いて交差点内でつり上げ架設を行い、最後の桁架設
を無事に終えた。
　「交通量の多い交差点上の既設橋桁の撤去、限られた
夜間規制時間内での桁架設など神経をすり減らす作業の
連続だった」と振り返るのは管理本部大阪保全部改築・
更新事業課の森謙吾主任。今後は遮音壁などの付属構造
物設置工事や舗装工事を進め、約３カ月前倒しの月上
中旬の通行再開を目指す。森主任は「一日でも早く開放
できるよう引き続き安全第一で残る工事を進めたい」と
気を引き締める。
　大規模更新事業は各路線で着実に進む。年に開通
した堺線の湊町付近では鋼製基礎の取り換えなどを実施
中。建設当時から地下に複数の鉄道駅や地下街が上下に
重なり合うように張り巡らされていた区間だ。地下街直
上では使えない杭基礎の代わりに採用された鋼製基礎の
内部に地下水が流れ込み腐食が進行していた。抜本対策
として、環状線と堺線の地下街上に設置している鋼製基
礎全９基を対象に、基礎本体の防食や支承の取り換えな
ど、維持管理・耐震性の確保が可能な構造に更新してい
る。また、コンクリートボックスを設けることで維持管
理空間を確保している。鋼製基礎のうち先行する３基の
支承取り換え、内外面の防食工や躯体コンクリート工事
などを進めており、年の大阪・関西万博開催までに先
行３基を概成させる。

　年に開通した神戸線の湊川付近（約ｍ）では狭
い敷地にコンパクトな橋脚を設置する必要があり、上部
工の軽量化を目的に扁平（へんぺい）な断面構造を採用
した結果、鋼床版や鋼桁の各所に疲労き裂が発生した。
既設橋脚の間に新設橋脚７本を増設した上で橋桁・床版
を取り換える抜本対策を行う。現在、新設橋脚の設置が
完了し、上部工の取り換えに向け工法を検討中だ。
　年後には開通から年が経過する道路は全体の約６
割になる見通し。今後も続くリニューアルプロジェクト
の効率的な展開が求められる中、保全交通部保全企画課
の新井偉史課長代理は「規制を伴う大規模補修などに合
わせ、予防保全の視点から小規模な損傷をセットで補修
するなどパッケージ化し、修繕の合理性を高めたい」と
話す。保全事業の重要性が一層増す中、保全だけでなく
建設、計画など各部門を担当してきた入社年目の森主
任は「保全事業はまさに『温故知新』。建設した当時の
人の思いや考えが伝わり、貴重な学びの機会になってい
る。奥が深くワクワクする」とやりがいを感じている。



年先も信頼される高速道路に
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（３） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　１０月３１日　（木曜日）第２部

大阪湾岸道路西伸部の海上部長大橋の完成イメージ（阪神高速道路㈱提供）

Network Project

世界最大級の長大橋建設へ

常にネットワークの快適性意識

淀川左岸線（２期）関連で実施中の海老江ＪＣＴ
（仮称）工事（擁壁の施工）

（阪神高速道路㈱提供）

　１号環状線土佐堀～湊町間．㎞からスタートした阪
神高速道路。現在は総延長．㎞のネットワークを有
し、関西の大動脈として多くの人流・物流を支えている。
関西圏では広域ネットワークが強化されてきたが、依然
としてミッシングリンクと呼ばれる区間が存在する。そ
の解消に向け阪神高速道路会社が取り組んでいる新たな
ネットワーク整備が「淀川左岸線（２期）・延伸部」と
「大阪湾岸道路西伸部」、「名神湾岸連絡線」の４事業
だ。
　このうち、最も建設が進んでいる事業が大阪市臨海部
と大阪市中心部をつなぐ淀川左岸線（２期）。年５
月に全線供用した淀川左岸線（１期）（湾岸線北港ＪＣ
Ｔ～神戸線海老江ＪＣＴ間約．㎞）に続く東側の区間
で、新御堂筋（国道号）の豊崎ＩＣ（仮称）に至る
延長約．㎞の路線となる。大阪市と阪神高速道路会社
との合併施行方式で事業が進む。本体（４車線）は地下、
掘割、高架式で淀川堤防と一体構造。年の大阪・関西
万博開催時には新大阪駅・大阪駅などから夢洲の会場へ
向かうシャトルバス専用ルートとして活用する計画だ。
　阪神高速道路会社では大阪市から海老江地区、豊崎地
区の工事（開削トンネル、換気所、橋梁）を受託し、橋
脚工や桁架設工、掘削工を完了。現在は床版工や函体工
事などを進めており、月の概成を見込む。海老江地区
の工事を担当している大阪建設部淀川左岸線建設事務所
の中野将吾氏は入社２年目。「土木で関西に貢献したい」
との思いで入社し、１年目から念願の現場配属となった。
「大規模な事業に関われる反面、不安もあった。職場の
方や受注者の皆さんにさまざまなことを教わり、非常に
楽しく貴重な経験をさせてもらっている」とやりがいを
感じている。
　淀川左岸線（２期）のさらに東側が延伸部と呼ばれ、

近畿自動車道・第二京阪道路の門真ＪＣＴに至る延長約
．㎞の路線となる。大深度地下（約ｍ）を含む大半
が地下構造（開削、シールド）となり、近畿地方整備局
と阪神高速道路会社、西日本高速道路会社の合併施行方
式で事業が進む。現在は、地中障害物撤去工事などを実
施中。トンネル部では有識者の助言を踏まえ設計検討を
行っている。淀川左岸線は大阪都市再生環状道路の一部
を形成する路線で、大阪都市圏の外周をネットワーク化
することによって阪神高速環状線に集中する交通を外周
へ転換でき、交通の円滑化に大きく貢献する。
　神戸淡路鳴門自動車道垂水ＪＣＴから関西国際空港を
臨むりんくうＪＣＴまでを結ぶ大阪湾岸道路約㎞の一
部を形成する神戸地区の西伸部（六甲アイランド北～駒
栄）は延長．㎞の路線となる。事業主体は近畿地方整
備局と阪神高速道路会社。大半が橋梁、高架橋の区間と
なり、六甲アイランド地区では橋梁の基礎工事などが順
次進んでいる。神戸港の新港・灘浜航路部に新設される

世界最大規模の長大橋は主塔基礎や耐震、耐風、景観の
検討を踏まえ、昨年に基本構造として「４主塔７径間連
続鋼斜張橋」に決定。概略設計を完了しており、今後は
詳細設計を本格化させる。
　このシンボリックな長大橋の概略設計などに携わった
入社４年目の神戸建設部湾岸西伸第一建設事業所の高田
耕庸氏は「さまざまな基準関係の協議など、難しく手探
りの部分もあるが、自分が携わり決まった内容がダイレ
クトに図面などに反映されることが本当にうれしく、や
りがいを感じる」と率直な気持ちを打ち明ける。

　兵庫県西宮市の名神湾岸連絡線は今年３月末に公共事
業と有料道路事業による合併施行方式を導入。近畿地方
整備局と阪神高速道路会社、西日本高速道路会社が事業
に参画する。名神高速道路と阪神高速神戸線（大阪方面）
および湾岸線を連絡する道路。神戸線と国道号に集中
する交通を湾岸線に分散させることで、渋滞の緩和や定
時性の確保、物流の効率化、沿道環境の改善などにつな
げる。ルートは西宮ＪＣＴから今津東線や民有地を通り、
航路を渡って人工島の西宮浜に至る延長約．㎞。現在
は共同事業者の役割分担などの調整に加え、近畿地方整
備局と協力して用地買収に向けた予備設計などを進めて
いる。
　これら４事業の現場との調整役などを含め、円滑な事
業推進をサポートしているのが建設事業本部建設企画部
企画課の中野雄太氏だ。入社６年目で、これまで保全工
事の現場や景観検討など計画部門の仕事にも携わってき
た。「今は建設部門で重要な事業を担当しているが造っ
て終わりではない。企業理念に掲げる『先進の道路サー
ビスへ』を意識し、常に道路ネットワークの快適性を考
えながら仕事をしていきたい」と話す。

実
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き
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技術継承プログラムで幅広い活動
（阪神高速道路㈱提供）
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会社の持続的発展へ

阪神高速道路の建設事業（阪神高速道路会社のホームページから抜粋〈一部加工〉）

左から高田耕庸氏、中野雄太氏、中野将吾氏
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え
る
Ｓ
Ａ
Ｒ
︵
合
成
開
口

レ

ダ

︶
衛
星
を
活
用
し
た
変
動
計

測
技
術
を
維
持
管
理
に
生
か
す
検
討
を

始
め
た

構
造
物
の
老
朽
化
は
着
実
に

進
む

上
中
田
課
長
は
﹁
老
朽
化
の
進

行
速
度
に
追
い
つ
く
た
め
に
点
検
・
補

修
技
術
も
時
代
に
合
わ
せ
ア

プ
デ


ト
し
て
い
き
た
い
﹂
と
強
調
す
る


積
極
的
な
コ
ン
サ
ル
テ

ン
グ
展
開

渋
滞
・
事
故
の
要
因
分
析


対
策
提
案
ま
で
支
援

　
阪
神
高
速
技
研
は
阪
神
高
速
道
路
事

業
に
係
る
コ
ン
サ
ル
テ

ン
グ
業
務
を

担
う
グ
ル

プ
会
社
と
し
て
２
０
０
９

年
４
月
に
発
足
し
た

土
木
構
造
物
を

は
じ
め
電
気
・
通
信
設
備
や
機
械
設
備


建
築
設
備
に
係
る
設
計
・
積
算
・
施
工

管
理

交
通
渋
滞
・
安
全
対
策
に
資
す

る
交
通
分
析

シ
ス
テ
ム
開
発
・
管
理

な
ど
業
務
は
多
岐
に
わ
た
る


　
土
木
分
野
の
設
計
で
は
構
造
物
の
補

修
や
耐
震
補
強

大
規
模
修
繕
工
事
な

ど

各
種
工
事
で
必
要
と
な
る
設
計
図

書
の
作
成
な
ど
工
事
発
注
を
支
援

道

路
構
造
物
の
ス
ペ
シ

リ
ス
ト
と
し
て

耐
久
性
や
施
工
性

維
持
管
理
性

経

済
性
に
優
れ
た
最
適
な
構
造
・
工
法
の

提
案

技
術
的
な
助
言
に
加
え

道
路

標
識
や
鋼
製
高
欄

遮
音
壁
な
ど
付
属

構
造
物
の
設
計
も
担
う


　
多
種
多
様
な
施
設
・
設
備
の
改
修
な

ど
に
伴
う
設
計
・
積
算
で
は
費
用
対
効

果
な
ど

最
適
な
設
計
を
提
案
し
高
速

道
路
の
持
続
的
な
発
展
に
貢
献
し
て
き

た

阪
神
高
速
道
路
の
調
査
点
検
や
診

断
・
補
修
を
担
う
阪
神
高
速
技
術
と
も

緊
密
に
連
携

現
場
の
情
報
を
共
有
し

ニ

ズ
を
先
取
り
し
た
提
案
に
つ
な
げ

る
な
ど

阪
神
高
速
グ
ル

プ
と
し
て

の
強
み
を
生
か
し
た
設
計
は
信
頼
を
得

て
い
る


　
積
算
業
務
で
は
阪
神
高
速
道
路
会
社

が
発
注
す
る
新
規
路
線
建
設
や
維
持
修

繕

リ
ニ


ア
ル
プ
ロ
ジ

ク
ト
の

推
進
を
縁
の
下
で
支
え
て
き
た

多
工

種
に
及
ぶ
施
工
管
理
は
豊
富
な
経
験
と

実
績
を
持
つ
現
場
の
エ
キ
ス
パ

ト
が

強
い
信
頼
関
係
の
下
に

発
注
者
の
右

腕
と
な
り
工
事
の
円
滑
化
に
貢
献
し
て

い
る


　
交
通
・
環
境
分
析
は
得
意
分
野
の
一

つ
だ

交
通
に
関
す
る
ビ

グ
デ

タ

を
活
用
し
交
通
流
動
の
現
状
把
握

渋

滞
や
事
故
の
要
因
分
析
を
実
施

交
通

の
円
滑
化
に
向
け
た
交
通
管
制
の
支

援

渋
滞
や
事
故
要
因
に
合
わ
せ
た
対

策
の
提
案
・
効
果
分
析
な
ど
を
通
じ
て

阪
神
高
速
の
交
通
課
題
全
般
を
支
え

る

交
通
影
響
予
測
は
リ
ニ


ア
ル

工
事
な
ど
大
規
模
な
工
事
規
制
時
の
対

応
に
も
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て
い

る


　
シ
ス
テ
ム
開
発
・
管
理
は
売
り
上
げ

の
約
４
割
を
占
め
る

高
速
道
路
の
建

設

維
持

管
理
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム

の
企
画
・
開
発
・
運
用
・
保
守
に
加
え


グ
ル

プ
各
社
が
利
用
す
る
ネ

ト
ワ


ク
・
サ

バ

と
い

た
Ｉ
Ｔ
イ
ン

フ
ラ
の
企
画
・
設
計
・
構
築
・
運
用


利
用
者
の
サ
ポ

ト
な
ど

情
報
シ
ス

テ
ム
部
門
の
中
核
を
担
う

今
後
も
Ｉ

Ｔ
を
通
じ
阪
神
高
速
グ
ル

プ
の
理
念

﹁
先
進
の
道
路
サ

ビ
ス
へ
﹂
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
い
く


　

年
度
に
ス
タ

ト
し
た
３
カ
年
の

中
期
経
営
計
画
で
は
Ｄ
Ｘ
推
進
な
ど
に

加
え
﹁
強
靱
な
技
術
者
集
団
の
構
築
﹂

を
柱
に
据
え
る

同
社
の
中
川
紀
雄
企

画
部
長
は
﹁
当
社
の
最
大
の
経
営
資
源

は
人

そ
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
会
社

の
持
続
的
な
発
展
に
欠
か
せ
な
い
﹂
と

力
を
込
め
る

社
員
の
成
長
を
促
す
取

り
組
み
と
し
て
研
修
・
教
育
制
度
の
充

実
に
加
え

４
月
か
ら
資
格
取
得
を
手

厚
く
支
援
す
る
制
度
の
運
用
も
始
め

た

自
身
の
成
長
が
仕
事
に
対
す
る
や

り
が
い
を
一
層
高
め

エ
ン
ゲ

ジ
メ

ン
ト
の
向
上
や
会
社
全
体
の
質
向
上
に

つ
な
が
る

こ
う
し
た
好
循
環
を
生
み

出
す
環
境
を
整
え

強
靱
な
技
術
者
集

団
を
目
指
し
て
い
く
考
え
だ


ク
ラ
ウ
ド
で
書
類
デ

タ
一
元
管
理

原則すべての手続きがシステム上で完結

　担い手不足や働き方改革に伴う時間外労働の上限規制
適用など建設業界が抱える課題に対し、受発注者双方の
業務高度化・効率化に効果を発揮しているのが、阪神高
速道路会社と阪神高速技研が開発した工事情報等共有シ
ステム「Hi-TeLus（ハイテラス）」だ。工事現場で飛
び交う膨大な書類を電子化し、受発注者間のメールのや
りとりも含め、あらゆるデータをクラウドで一元管理。
工事関係者全員が共通のプラットフォームで情報を共有
し、文書作成や事務手続きの簡素化を実現している。
　阪神高速道路会社が発注する全業務・工事を対象に

年７月から本格導入した。その後も機能の追加など改
修を重ね進化させてきた。システム上で調査から設計、
施工、維持管理に至る全業務で利用、情報共有でき、複
数人がクラウド上で同時に業務処理を行える点が大きな
特徴だ。
　業務の効率化やコスト削減を目的に工事契約書や設計
図、工事の品質などを記録した関係書類と手続きを電子
化し一元的に管理。システム上で書類発議や図面管理な
どが行える機能を備える。点群データやＣＩＭデータな
どの大容量データも共有フォルダにアップロードするこ
とで共有できる。電子証明書などでセキュリティーを強
化しながら「内部メール機能」「掲示板機能」「スケジ
ュール機能」など受発注者間でコミュニケーションの質
を高めるツールを充実。効率的な連絡やワンデーレスポ
ンスの実現に役立てている。社外でも使える専用端末を
用いて遠隔による立ち会い検査やWeb会議なども可能
だ。
　一連の建設プロセスに必要な書類の提出や確認をシス
テム上で完結できるため、不備がある書類の修正や書類
受け渡しだけの事務所間移動が不要になるなど、受発注
者双方が効果を実感。効率化に伴って技術的な検討や議
論ができる環境・時間が生まれ、さらに創出された機会
や時間を利活用し「働き方改革」を実現するというシス
テム開発の目的を達成している。引き続き現場の意見に
耳を傾けながらより良いシステムへと進化させていく。

業務の効率化へ
変わる働き方―。工事情報等共有システム

　
安
全
で
安
心

快
適
な
交
通
ネ

ト
ワ

ク
を
提
供
す
る
使
命
を
果
た
す
た
め

阪
神

高
速
グ
ル

プ
各
社
が
総
力
を
結
集
し

時
間

３
６
５
日

眠
ら
な
い
阪
神
高
速

を

守
り
続
け
て
い
る

グ
ル

プ
会
社
の
う
ち

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
を
担
う
阪
神
高
速
技

術
と
コ
ン
サ
ル
テ

ン
グ
業
務
を
展
開
す
る
阪
神
高
速
技
研
の
取
り
組
み
に
加
え

ト
ピ


ク
ス
と
し
て
阪
神
高
速
道
路
会
社
が
開
発
し
受
発
注
者
の
業
務
効
率
化
に
効
果
を
発
揮

し
て
い
る
工
事
情
報
等
共
有
シ
ス
テ
ム
﹁
Ｈ
ｉ

Ｔ
ｅ
Ｌ
ｕ
ｓ
﹂
を
紹
介
す
る



